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r三ffl学会雑誌」7 3巻 3 号 （1980年- 6 月）

る S I T C はどの改訂[S IT Cなのか， といった小さな 

疑問はいくつかみられるが，これらの点は》明治以降 

の賀易と国際収支を原デ-*クに基づいて整合的な統計 

を作成し,それを経済発展の中に正しく位置づけて分 

析した業績の.前には，全く間題にならない。
. f
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イ オ ワ ー ス ，プロ ' ロ '—
『19世紀初期ロソ ドンの職人たちと

政 治  ジ a ン • ガストとその時代J1
エonverth  Prothero "A rtisans & P o litics  in 
earlv nineteenth-century London： John 
Gast and his tim es", Dawson, 1979, £ 1 5 .

-ここで紹介する『職人たちと政'洽J の箸者 L  P r o -  

thero は，E, P* Thom pson, E. J. Hobsbawm らの

影響の中でぎってきた多くの優秀な歴史家たち（ギャ 

レス，スチドマン• ジョーンズGareth Stedman Jones, ジ 

a ン i フォスタ一John F o sterなど日本では広く知られて 

いる普）の代ま格で， これまでに Sconim ic H istory  
Review, P ast and P r e s e n t等に切れの鋭い論文（特 

にロ-ン'ドンのチャーティズムに関するもの）を発表してき 

ている。彼の著書は長らく待望されていたもので，確 

かにその期待を裏切らない美事に分析 . 整现された19 
世紀初期のロンドンの職人だちめ政治運動，組合運動 

み叙述は英国労働運動史に限らず，広くョーロタバ， 

或いは日本の労働連動を研究している人々にとづて， 

一つの模範となるものである。特に彼の資料の扱い方 

は目を見張るぱかりで，実に広く，深く資料を探索レ 

ており, E. P . トムソンは，その書評の中で rガスト 

の死亡迫悼記事をどの新聞にも見つけることができな 

かった，.とプ.ロゼローがいっているが，もしそうなら， 

それが将来見つかることはないといってさしつかえな 

いJ という程，彼の資料精通ぶに信頼を置いでいる。 

次から次へと現われては消えていった労働組合，政治 

団体 *協同組合參の機関紙を迫跡し，内務省等の膨大 

な資料を駆使して調べあげられた本書は， トムソンの 

rイギリス労働者階級の形成I (彼のカヴァ一した時代に 

統くという意味でも）に続く労作であり，比較的良書に 

乏しいこの時代（1810~40年代）を研究する者にとって 

きわめて有益な出発点をなす将来の基鍵文献となるに 

違いない（巻末注並びに文献解題は非常に使利である)。

本書は，いってみれぱ二つの目標をもって書かれた 

本であ,る。颤题が示すように，一つは急進的活動家船 

大工ジ g ン ，ガストの組合運励，政治運動に於ける活 

躍を迫い，彼の果した役智iを明らかにすること，そし 

て第: i に，彼の活動を通して，彼が代ましズいたロン 

ドン全体の職人たちの職い，政治，職索意識を俘きは’

注(12：) 本書では1970年までのデ、タが分祈対象となっているので，少なくとも1俊 s r r c は改訂されている。
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りにし，彼らが時代の荒波の中でどのようi こ苦岡し， 

先進的な労働運動を切り開いていったかを，ナポレオ 

ン戦争終結後の困難な時代からチャ一ティスト運動に 

到る迄徽密に迫跡し，労働運動史の中に位置づけるこ 

と，である。 ,
前述したように，本書が対象としているダスト》 そ 

して彼の職寒である造船エ，更 t■こは19世紀の急進的運 

，の担い手であった多くの人々は職ィ久たちであった。 

彼らは決して大工業発展の中で工場労働者として働、、

すこものではなかっナこ。* し、伝統的な技能を受け継ぎ, 
それを誇りに思、自らの社会的位置，技術を絶えず雄 

按しようと努力した-^群の旁働者である。彼らは工場 

労傅者とも，他の未熟練工たちとも自らを区別し，多 

くの場合彼ら自身の組織（共済組合，友愛組合，労働組合） 

を持ち，慈言を拒杏し，独立を何よりも大切に思い, 
その為の倫理的信条を保持し，始酒，節制をまらに課 

し，よく読み，よく議i命を好むリスベクタプルな人々 

で、あった。こうした彼らの社会的.経済的基盤の上に 

長年つちかわれてきた職業意識が，19世紀期の急進 

派の運動の中で何故職人たちが庄倒的な多数を占め, 
何故被らが r-^見j 保守的と思われる立場とはIE反対 

に，過激な行動にまでつきすすまざるを得なかたか， 

という課題を解くカギであるとプロゼロ一は一賞して 

主張している。そして何故この時代が職人たち,の鬪い 

にとって画期的であ々たのか，という解答もそこにあ 

る.。それを様々な鬪いの坐析，敗北，束の間の勝利等 

々からイギリスの労働運動が新しい展望と方向性を確 

得し，確実にしていったという画期性であり，それに_ 
果した狭割に占め》る職人たちの貢献は計り知れないの 

である。

：■■ ロンドンはまさにこの職人たちの都（the Athens 
of the artisan) あっすこ。 IjSl5 年の統計によると ,
150.もの様々な職業がロンドンに存在し，上流階綠向 

けの広範囲にわたる奢侈 . 高級品産業，そして，首都 

に流れ込ネ定着してきすキ大多数のマスに供給する為の 

ありとあらゆる職業に従事する職たちが生活を営ん 

てゃいた。それらの多くほ古い,しっかりと定着した伝 

統的な職菜であり，機械化の波をまだうけず，高度の 

熟練を要し,概ね比較的小規模で地城毎に藥中してい 

る，という特徴を有し.ていナこ9 1831年のセンサスによ 

ると靴 " 長靴職人 I6 , 500人 ,：仕立黎 14,500人， 大 

エ . 建具職 ! 3 , 000ん I84!年、には'この順位はかわら 

ず，そ ; デれ2年,卯 'ド ,'500ん 000入とぃき多 

< の職人たちがおり .その他30摘以上の職襄も, 1.000

人以4^それぞれの職に従事している。ちなみに,横山 

源 之助『日本の下層社会』中 の r職人社会J を参照さ 

れたい。し000戸以上ある職業として大 工 . 左ま，桶， 

木挽，機織がトクプ5 を古めてお . り（束京府下) ，500 
戸以上の職の中に和服裁縫，建具 , 足袋，指物，石工 

などあることから見れ .は’， ロンドンの職人たちと江 

戸 ，来京の職人たちとの比較は非常に意義あることと 

思われる（その気質，政治意識等含めて) o この層に属する 

労働者たちは，„19世紀後半以降も減ることなく増加す 

タ傾向にあり，労働貴族の問题にも絡ながり重要性は 

顕着となるこの期間の研究については，Gareth Stedm- 
an Jones の名著 OutccUs. London: A Study in the Rel- 
atinship between .Classes in, Victorian Society Ox -  
ford, 1971, Peregine Books I976 を参照されたい)。マル 

クスが播いた大工業は,突は彼が資本输を書いている 

時でさえ，一般化された英国産業の姿ではなかった。 

木綿，毛織物等のチクスタイル産業を例外として，英 

国の工業化が19世紀後半にいたるまで職人的伝統を維 

持したワークシg ップによって多くの手工業の集積さ 

れたもの与.して発展してきたことはRaphael Samuel 
が 'Histpty W orkshop J o u rn a l第 3 号で見事に描.ネ 

出している。

職 人 た ち が ー つ の 階 層 と し て , 同 質 の 職 業 意 識 を 有  

し ， -同 じ 価 値 基 盤 を 共 有 ！̂ て い た こ と は プ P ゼ ロ 一 が  

棒 強 調 す る と こ ろ で あ る を , 果 し て ど こ ま で そ  

れ が 一 般 化 さ れ る か ,' と い う の が こ の 時 代 の 労 働 運 動  

史 ，社 会 史 を 研 究 す る も の の 大 き な 難 間 で あ る 。 熟 練  

職 人 と 不 熟 練 職 人 相 互 の 関 係 ， ま た こ う し た 伝 統 的 職  

能 を 有 L な \ /、木 多 数 の 労 働 章 た ち と プ ロ ゼ ロ 一 の 描 く  

ュ リ - ト 職 人 た ち と の 関 係 , 等 々 ， 本 唐 み 必 ず し も 満 ' 
思 の い く 解 答 を 与 え て い る と は い い が た い 6 ガ ; ^ ト の  

職 業 で あ っ た 造 船 業 を と ゥ て み て も そ の 内 部 に は ，.す  

で に 1 9 世 l a 初 め に ， 明 確 な 階 層 月 J列 が 存 在 し , ガ ス ト  

と そ の 支 持 者 が リ ス ペ グ タ プ ル な 職 人 で あ っ た と し て  

も ， 他 の 同 じ 職 業 に 働 く 労 働 者 た ち が い っ た い そ れ ら  

に 対 し て ど う 反 応 し ， ガ ス ト ら の 指 導 す る 組 合 . 政 治  

導 動 に ど う 対 応 し て い っ た の か と い う i i 点 が 欠 落 し て  

し -ま‘ う ， と い う D a v id  R . W i l s o n の 批 判 は ， た し か  

に 的 を 射 て い る と い 先 る だ ろ う （彼 の 本 書 に 対 す る 許 ， 

Bulletin o f the Society fo r  the Study of Labour Hi-  
storv* no . 3 9 /  A u tu m n  1 9 7 9 , p. 1 0 2 . X  L か し な が ら 》 

を の 点 も 忘 ; て は な ら な い 。 た と え ， リ ス ぺ ク タ プ ル  

f f 職 人 た ち が f也 と 自 ら を 厳 然 と 区 別 す る ，ュ リ ー ト 階 層  

に、属 す る と は ゎ ぇ , 、彼 ら 《̂ 急 進 的 な 思 想 ン 行 動 は 彼 ら

X J H 4 9 5：：i.
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r三田学会雑誌J 7 3卷 3 号 （1980年6 月）

が職人階層に所属しているというS 覚の上に立っては 

じめて意義を持ってくることで，彼らがそれを鋭く感 

受し，時代の波の中で，労働者階級全体の鬪いの方向 

性を打ち出していったヵギとなるのは，彼らがまさし 

くュ！）一 ト職人であったからに他ならない。

次に，何故彼らは急進化したのか，一体何が彼らの 

危機感を高め，労働の組織化に突き進んでいく原因を 

与えたのかを考えてみなけれぱならない。第一は経済 

的諸問題，第二には政治的問題である。

載人たちが彼らの技能，そして自らの職業に誇りを 

持ち，それが一つの気質を成していたことは前述した 

が，もしそれらが失われるとすれぱ,それは彼らの誇 

りをいやがうえでも傷つけることになる。失業しても 

絶対に救貧院の世話にはならないというプライド，そ 

してそれらを保障するものとして彼らは様々な組織と 

そのネットワークを作りだした。 T r a m p in g という 

遍歴制度はV — 地域で失業した職人たちが他の地域で 

職を得ることを可能にしたし，その他benefU  soci
eties, friendly s o c ie t ie sは病災，，葬式參の費用を各 

組合員の積み立て金によってまかなうという役割を果 

し，更にストライクの時の援助金をそごから引き出す 

という性格を持つようになり，労働組合の原型となる。 

そして，徒弟制度という職場でのヒエラルキーを設け, 
技能習得の為の見習い期間を厳格に定め，徒弟—— ジ

ャーニーマン------親方という秩序を強化することによ

って，不熟練工の侵入を防がねぱならなかった0 しか 

し，このシステムはそう安易に持しうるものではな 

く，親方たち，特に多くの職人.小親方をかかえる資 

本'家たちは，常に不熟練エ，徒弟を導入することによ 

ゥて，熟練工たちの仕事を減らし賞金の低下を計ろう 

とした。 この労働の稀簿化d ilu tio nは誇り高き載人 

たちをして最も戦鬪的な闘いを參り広げさせることに 

なる。そこには彼らの生活と誇り（経済と価値体系）の 

存続がかかっていたのである。1813年譲会での徒弟制 

度の改悪案に対する反対は職人たちの団結を促し，連 

帯する親方と議員とに対し来政な波状攻撃をかけ，そ 

れは極めて職人たちの意気を高めた。この法索は結局 

議会を通過したが，この圆いと敗北は，ナポレオン戦

終 結 （im s年）前のできごとで， 軟争後に•おそいか 

かる不況の波の中で職人たちの苦しい鬪いを予知する 

ものであった。

不 .未熟練エの導入とともに職人たちをおびやかし 

たものに機械 . 新技術の導入がある。卖際これらは相 

互に密接に関速している。チクスタイル産業を除き，

機械化の波は必ずしも工場.制生まをともなったわけで 

はなく，特にロンドシでは，例えば造船業に•みられる 

ように動力の旋盤，カンナ等の比較的熟練削減的効果 

を有する道具の改良が主で，それによって生ずる分索 

の発生，船大工たちのオール.ラクンドな技能の退化 

をねらったものであった。

さて，こうした様々な職思における労働.そしてそ 

の誇りにかけられた攻撃‘ 打敏ほ,戦争終結後に生じ 

た不況の中で厳しさを増大させ，職人たは死にもの 

ぐるいの抵抗を余儀なくさせられる。最大の問題は剰 

余労働であった。 戦争中の好況（造船の場合，自明のこ 

とだが，車用船の建造などによる雇用の増大）期には労僕& 
力市場での需要が増加したのだが，そうした戦時下の 

好況が一まず終了すると多くの仕ぎにあぶれおた 

ちが生み出される。さらに産業全体ぐして，外国品と 

の競争が増大するとともに，ま本主義的生まが様々な 

産業で進展する（例えぱNorthamptonの製靴産業は分 

業を導入した廉価な大量の輪出用の靴を生産しはじめる)。 

これら対外輸出に重きを置く産業にとって徒弟制度は 

障害でしかなくなってしまう。こうした攻撃に対して， 

エリ一ト職人たちは，もはや徒弟制度維持という方針 

だけでは鬪っていけないことを自覚するにいたる。そ 

れは 1810年代の段階ではすぺての未熟練労働者を舍 

む鬪いにまでは到らないが，各職業間の組合の連帯と 

いう形をとりはじめる。 賃上げの為の要求（自らの技 

能，社会的地位に見■合った賞金）をかかげガストの指導に 

よって設立された，r博愛的ペラクルス団J Philanth
ropic H e r c u le sはまさにロンドンの各職種をとり'ま 

とめようという試みのはしりであった。そしてこの同 

一職種内の職業意識のカぺを超えた職人全体の団結， 

連帯感の意識の形成を旨ざす連動が，次から次へと生 

まれる。ネれは，経済的な問題にとどまることなく， 

政治的問題に対する労働の団結という姿をとるように 

なる。

さて，以上概後してきたように，ロンドンの職人た 

ちはその伝統的職業意識を強固に保持しながら，次第 

に経済的変動の中で幅の広い連帯行動を追求するよう 

になり，そこでトムスンの描いたイキ’ リス • ジャコノく 

ン急進派たちの継ス']^者として政治運動のまき台に再び 

登場する。本書は，いってみれぱこの政治的急i i 主義 

の度史でもあり，そのュュークな点は絶えずその担い 

手でネったリスぺクタプルな職人た'の利害に焦点を 

あて，そこから彼らの急進化していった原因を明雄に 

していったことにある。冒頭にも述べたように，可能

176 {496')
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な限りのソースをg 家藥籠中のものにしながら，一Vつ 
一 つ の 事:件を追っていくプロゼロ一の手腕は見事とい 

う他はない。 ロンドンのスバ，フイールズ（is ie年） 

からマンチェスターのピータールー（1819年）を経で , 
ケイト通り事件（1820年)，そして 20〜2 1年のキャロ 

ライン女王をめぐるァジテーションに到る様々な鬪、 

は，労働者自身の組織内部にr改良J と r革命j の， 

穏健派と急進被の対立を含みながら，彼らの利益をど 

のように達成するかという問題を政治参政権ならびに 

課税の不公平をめぐる鬪いを中心に，労m 者のみなら 

ず，彼 ら に I■同情的なJ 議員たちをもまきこんで複ぜ 

に展開した。それは吏にはロンドンの闘いと地方の鬪 

いを如何に有機的に速結させるか，という困難だが重 

耍な■題をもかかげ，時には不認可の，時には認可さ 

れた新聞を有効な宣伝，扇動の手段として幅広い速帯 

を目ざした闘いでもあり，词時に権力側が，労®>者内 

部の密告者を使い，或いは近衛兵などの軍隊を出動さ 

せながら，弾圧の強化を試みようとした時期であっ 

た0 .
この時期のポピュラー.ラディカリズムの主人公た 

ちはフランス苹命後の .ロ.シドンラディ力リズムのいわ 

ぱ主役 • 長老的存在のフランシス.プレイスをはじめ

ガスト , ‘トマス* スペンス , ヘンリ一 .ハント, ジ 3; 
イムス，ワトスン, ア ー サ ー ， . シスルウッド,.トマ 

ス . プレストン , ウィリアム，ロヴニット,ヘンリ 

一 • へザリントン , . リチャード . カーライル，. ウイリ 

ァム • ベンボゥ等々，それぞれ仕立職人，靴職人，大 

エ，印刷工などの職人たちであり，プロゼロ一の主張 

する，ラディカル，アーチィザンの代表的メンバーで、 

ある。しかし.，彼らが政治連動指導者たちであり，同 

時に，誇り高い職人気質の持主たちであったという点 

を共通にする一方，微妙な政治に対する考えの相違が 

その戦術に反映され，あるものはある時点でま舞台か 

ら身をひき，あるものは一躍立役者となるといったま： 

態がくりかえされる。ここでプロゼロ一がていねいに 

迫跡している職人たちの律会（た 、ていはバプで開かれ， 

後にi j一 ヒー . ハゥスに移る場合が多い。 当局の圧力で様々 

なバプを転々と移動するラディ力ルたちの動きも詳細に追わ 

れている）の摸様等を詳しくとりあげる余裕はないが， 

政府当局の弾庄の強化していく中で，労働侧のあせり 

がテロリズムに進展していくケース (ケイト通リ（"陰 

謀J 事件)，そして一方キャロライン女王，件 （悪名高 

いジョージ4 世の妻で，彼の王位就任以前から別居させられ， 

プランスに滞在していた波女がジg — ジ3世 の祭非の為に帰

国するとともに':̂  g —ジ4 世の彼女へめ仕わ■ちから国内の同 

情は彼女に银まり， プロクアム卿などウィy グ.党の反王党派 

の策謀も加わり, 女王を支持する大躲摸な運動が熱を得たよ 

うに涕き起った）のように，一見大衆の直接の利益と 

は無縁の反国エジョージ4 世的感情にそのrかわいそ 

うなJ 女王キャロラインへの同情の加わったきわめて 

異色な運動が繰り跋げられるケース（そこで勿論権力と 

の対立を労働者たちはmで知るのだ力りなど， 実に興味 

深い。特に後者のキャンペインを再構成i -るプロゼロ 

一の筆は全く素晴らし<：, 絶讚に値する。

この戦後の急進派たちの政治活動は，一見，キャロ 

ライン女王事件以後下火になる。しかしそれは，あく 

までも『一見』であり，著者は後々な職人たちの他の 

分 野 （協同組合，教言運動等）での活躍を調べながら， 

組合 • 政治運動での指導者たちが，とこでもやはり重 

要なリ一ダーたちであったことを明らかにしている。 

20年代初碩（25年迄）は戦後の不況が一たん立ち直り 

を見せ，失業は減少し，職人たちは一^転して有利な立 

場にたった。彼らは戦後の激しい政治運動から労働組 

合運動に再び力を注ぎながら地道な分野での活動を展 

開しだした。職工学校 '（Mechanics’ Institution) の設 

立，啓蒙的な新聞の発行などが主にF . プレイスなど 

のイニシアチプの下で行われた。これらは必ずしも.完 

全に成功したとはいいがたいのだが，それでも職人すこ 

ちの知識に対する飢えの强さをよく示してお^?,また 

彼 ら の r慈善を招杏し，権利を要求するj 態度から出 

た働くものの正当な権利としての教ぜが主張されたの 

であった。又これらをめぐり，マルサス的経済学に対 

する不信感 • 反発が強まり，彼らが自分たちの立って 

いる根本的な土台のレヴ: ルでの経 . 体験，知恵によ 

って强カな説得力のある反説を展開しているのは実に 

興味深い。富を作り出す者としての自覚• 誇り力:その 

富り不平等な分配，あるいはマルサスの労働者移民論 

などに対する強い反論を生み出すのである。

さて，25年迄の好況の次には深刻な不況の時代がや 

ってくる。労働者たちは再び辛い闘いを余儀なくされ 

る*^スピタルフイ一ルゾの綿織物エ，靴職，仕立職と 

いっお職業に従事する職人たちは職獲得の競ホと低賃 

金の為にきわめて厳しい状熊に追い込まれた。ロンド 

ソは地方との競争, •安 !̂ 、外国品との競争，そして技術 

ギ:新の進展の中で完全な弱点を見せじめ，労働の侧 

は:Pfび新たな全国的，全IS菜を従えた労働組合の重要 

性を認識しだした。また，それと同時に新しい型の活 

動が摸索されだした。協同組合連励である。ここでも
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ロバート . オーゥ S ンに短絡的に結びつけられがちな 

協同組合を，職人たちの主導する一糖の失業救済の為 

の積極的な運動として把えることによって，プロゼロ 

一は彼の一貫した主張を繰りかえしているのか注目さ 

れる。 4
30年代に入ると，急進主義が議会改革の為の闘いと 

ともに復活し，全国労働者階級速合National Union 
of the W orking C lasses (183り或い、は合同労働組 

合 Consolidated Trades’ Union (ISSり' O設立学を 

中心に，労働者の利益を守る為の組織が種々の新聞発 

行 （特にへザリントンの主宰するPり Man's Guaydiafiの 

持っ意義は大きい）をともないながら盛り上がり， ミド 

ル . クラスと自らを梭別しながら， また3 4年の仕立 

職人たちの大規模なストライクに見られる組合運動を 

超こしながら,チャーチィズムの時代へと移っていく 

のである。30年代の闘いは15年の間，職人たちが蓄積 

してきた戦術，理論がより鋭さをま，L たそれであった。 

例えぱ労働者教ぎは，社会的，政治的解放の為のもの 

でなけれぱならない，という明確な意識をもって遂行 

され，.特に労働者連盟W orking Men’s A ssociation  
は，それを強力に押しすすめた。

しかしながら， チャーチィズムの盛り上る直前の 

1837年 1 1月，この書の主人公ジョン. ガストは65年 

の生涯を終えた。この書評では彼個人に焦点をあてる 

ことはできなかったが,ここで紹介したロンドンのリ 

スぺクタプルな職人たちの闘いは，ガストが身を投じ 

て参加してきたものであった。彼は，プロゼロ一によ

れぱ，その典型的な蹄士であった。船大工という自分 

の職能に生涯誇りを持ち，その誇りを守る為に闘いっ 

づけたガストは決して例外的存在であったのて'はなく， 

それが-^般的な姿であったのだと著者が主張する時， 

読者は被の提供する豊ぎな資料と証拠の洪水の中で大 

きくうなづくにちがいない。多くの問題が残っている 

ととはいうまでもない。しかし，それはここで美事に 

西構成された熟練職人たちの像は今後のイギリス労働 

史の中で新たな問題を提供するという意味でである。 

われわれは，もはや !■労働者階級j というカテゴリー 

のみでは労働連動を分析することができないことは， 

既に 19世紀後半の r労働貴族J の論-争に関する蓄積 

を持つ。19世紀前半においても，それがされねぱなら 

ないことは, . プロゼロ一の研究が如実に•示している。 

労働者の上層に属していたからといって,彼らが保守 

であったのではなく，かえって彼らこそが急進イ匕しえ 

たことはすでに述べた。.経済決定論，あるいは义ク*  
ップ的組合史に陥ることを絶えずいましめながら，職 

人たちのおかれた社会的状況の中で，政治と経済の相 

互作用と独自性に注意を狂^いっっ慎重に叙述を展開し 

ていくこの書の価値はきわめて高い。この評の冒頭に 

述べた意見はくりかえさない。是非手にとって読まれ 

ることをおすすめする’(彼の英語はきれ味のよい，学問的 

叙述の見本である)。

草 光 俊 雄

(慶應義塾大学大学院経済学班究科博士課程• 在ロンドン〉


